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井探信男 (文教大 ･文 ･心理)
浅野俊夫 (京大 ･霊長研)
目 的
Skinnerの並木的強化スケジュールのうち,変間隔強
化 (ⅤⅠ)と定R.口陥強化(FI)をとり上げ,ニホンザルに
おいてこれらのスケジュー ルでの反応形成過程を見るこ
とと,同時に反応形成後の安定した時点で,メタンフェ
タミンを投与し,これらのスケジュー ルに及ぼす劫火を
見ることを目的とした｡
実 験 1
万 法
被映体 :ニホンザル成体2gTl(令)を用い.突放中は
臼由採金時体重の約800/Oに維持された｡S15は9.7kg,
MI25は8.7kgである.これらの披験体は discretetrial
での弁別訓練経験を持っている｡
滋班:ニホンザル用スキナーケージ2台｡オペランダ
ムはレバー,強化省は大豆1粒,タイムアウト(T.0)
期を示すための外部刺激としては,テスト浪斑内の照明
を減光することを用いた.
手続き:迎杭強化 (CRF)及びT.0を4日間,続い
て迎続4時間のVIl分を6日間,1柑1LgのVりUlと10
分のT.0mを交互に繰返す訓練を4日r札 瓜後に22E]
悶かけて,メタンフェタミン(0.1mg/kg,0.5mg/kg,
1mg/kgの3茄丑)のVl-T.0スケジュー ルに及ぼす効
井とをみた｡
結果及び考察
実験切取 レバーの形状,強化者,披験休の柾等が異
なっていても,ⅤⅠスケジュー ルのもとでは sustained
constantraterespondingがみられることが確認され
た｡また,このⅤⅠパタンは,6時間 (強化数にして約
360強化)の問維持されることがわかった｡
メタンフェタミンの効果は,被験休札 披験体問で変
動がはげしいが,2個休に共通した出来は光正が大きく
なると,テストの開始から一定時間のあいだ,全く反応
が山草ませず,光且の増大にともなってその時問は泣くな
ることであった｡特に,M-25においては,1mg/kgで
は7時間のテスト時間中細反応であった｡また,T.0
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